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１． マレーシア・シンガポール

※行程表（2024.12月2日～6日　4泊6日）

①マレーシア

②シンガポール

③２国の規模の違い

④２国の関係（独立）

⑤水の事情（ジョホール水道）

参考：写真データ

2. タイ・バンコク

※行程表（2025.2月4日～8日　4泊5日）

①タイ・バンコク近況

②自動車産業・観光

参考：写真データ

シンガポールは、その効率的な都市計画と豊かな文化的背景

から、多くの人々にとって魅力的な場所となっています。

●タイ・バンコク

　バンコクは、タイの首都であり、同時に最大の都市です。活

気に満ちた街であり、歴史、文化、現代性が融合した魅力的

な場所です。バンコクの名所としては、王宮とエメラルド寺

院（ワット・プラケーオ）、ワット・ポー（涅槃仏寺院）、

ワット・アルン（暁の寺院）など、数多くの歴史的建造物が

あります。これらの寺院は、壮麗な建築と美しい装飾が施さ

れており、観光客にとって必見のスポットです。

　バンコクはまた、ショッピング天国としても知られており、

チャトゥチャック・ウィークエンド・マーケットや、MBKセ

ンター、セントラルワールドなど、大小様々なショッピング

モールや市場が点在しています。ここでは、ファッション、

工芸品、食べ物など、多種多様な商品が手に入ります。

　食文化もバンコクの魅力の一つで、屋台で提供されるタイ

料理は特に人気です。パッタイやトムヤムクン、グリーンカ

レーなど、現地の味を楽しむことができます。さらに、バン

コクは夜の街としても有名で、ナイトマーケットやバー、ク

ラブが数多くあります。

　交通面では、高速道路やBTSスカイトレイン、MRT地下鉄

などが整備されており、市内の移動は比較的便利です。ただ

し、交通渋滞が頻繁に発生するため、注意が必要です。バン

コクは、多様な体験が楽しめる都市であり、そのエネルギッ

シュな雰囲気と豊かな文化遺産が、訪れる人々を魅了します。

　シンガポールの独立は、1965年8月9日にマレーシア連邦

からの分離独立によって達成されました。この出来事は、シ

ンガポールの歴史において最も重要な転換点であり、その後

の急速な経済成長と国家建設の礎となりました。

独立に至る背景

・イギリス植民地時代：

 ◦シンガポールは、19世紀初頭にイギリスの植民地となり、

戦略的な港湾都市として発展しました。多民族が共存す

る社会が形成され、中国系、マレー系、インド系などの

多様な文化が融合しました。

・マレーシア連邦への加入：

 ◦1963年、シンガポールはマラヤ連邦、サバ、サラワク

と共にマレーシア連邦を結成しました。しかし、民族間

の対立や経済政策の違いから、連邦内での緊張が高まり

ました。

・民族間の対立：

 ◦特に、中国系住民が多数を占めるシンガポールと、マレー

系住民が優位なマレーシア中央政府との間では、政治的、

経済的な対立が深刻化しました。

独立の経緯

・分離：

 ◦1965年8月9日、マレーシア連邦政府は、シンガポール

を連邦から分離することを決定しました。これにより、
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東南アジアは中華人民共和国より南、バングラディシュより東のアジア地域

を指します。

シンガポールは予期せぬ形で独立を迎えました。

・リー・クアンユーのリーダーシップ：

 ◦当時のシンガポール首相であったリー・クアンユーは、

国民に独立の事実を伝え、困難な状況下での国家建設を

呼びかけました。彼の強力なリーダーシップの下、シン

ガポールは国家としての基盤を築き始めました。

独立後のシンガポール

・国家建設：

 ◦独立当初、シンガポールは失業、住宅不足、資源の欠如

など、多くの課題に直面していました。しかし、政府は

積極的な経済政策、教育改革、住宅政策などを推進し、

これらの課題を克服しました。

・経済成長：

 ◦外国投資の誘致、製造業の発展、金融サービスの強化な

どにより、シンガポールは急速な経済成長を遂げました。

現在では、世界有数の国際金融センター、貿易拠点とし

て知られています。

・多文化主義：

 ◦シンガポールは、多民族、多文化が共存する社会を維持

し、民族間の調和を重視しています。政府は、多文化主

義を国家の重要な原則として掲げ、民族間の平等と相互

理解を促進しています。

シンガポールの独立は、困難な状況下での国家建設の成功例

として、世界的に注目されています。

　マレーシアとシンガポールの水事情は、両国の地理的条件

と経済発展の違いから、大きく異なっています。

マレーシアの水事情

　マレーシアは、年間降水量が豊富で、比較的豊かな水資源

に恵まれています。しかし、地域によって降水量の偏りがあ

り、水不足が発生することもあります。また、急速な経済成

長に伴い、工業用水や生活用水の需要が増加しており、水質

汚染も深刻化しています。マレーシア政府は、水資源の持続

可能な利用を目指し、以下の取り組みを行っています。

 ・水源の保全と開発

 ・水インフラの整備

 ・水質汚染対策

 ・節水キャンペーンの実施

シンガポールの水事情

　シンガポールは、国土が狭く、天然の水資源に乏しい国で

す。そのため、長年、マレーシアからの水の輸入に頼ってき

ました。しかし、将来的な水不足への懸念から、水の自給率

向上を目指し、国家戦略として水資源管理に力を入れていま

す。シンガポールは、「4つの蛇口」と呼ばれる多角的なアプ

ローチで水資源を確保しています。

 ・貯水池:雨水を貯水池に貯めて利用

 ・輸入水:マレーシアからの水の輸入

 ・NEWater:下水を高度処理した再生水

 ・海水淡水化:海水を淡水化

これらの取り組みにより、シンガポールは水資源の多様化と

安定確保を実現しています。

マレーシアとシンガポールの水問題

　両国間の水問題は、1962年に締結されたジョホール川水

協定に端を発します。この協定に基づき、シンガポールはマ

レーシアから原水を購入していますが、原水価格の見直しや

協定の期限を巡って、両国間で度々緊張が高まっています。

今後の展望

　気候変動の影響で、今後、両国とも水不足のリスクが高ま

る可能性があります。マレーシアは、水資源の持続可能な利

用と水質保全を、シンガポールは、水の自給率向上と水資源

の多様化を、さらに進めていく必要があります。また、両国

間の協力関係を強化し、水資源の安定確保に向けた取り組み

を進めることも重要です。

※2025.03.04　Gmini2.0Flashにて検索

シアは美しい自然景観でも知られています。ボルネオ島にあ

るキナバル山や、ランカウイ島のビーチ、ティマン島のダイ

ビングスポットなど、観光地としても魅力的です。さらに、

食文化も多彩で、ナシレマやサテー、ラクサなど、各民族の料

理が楽しめます。

　経済面では、製造業や観光業が主要産業で、特に電子機器

や天然資源の輸出が重要な役割を果たしています。教育や医

療などのインフラも整備されており、住みやすい国としても

知られています。

●シンガポール 旧マレー州　14の州の内の1州 独立

　シンガポールは東南アジアに位置し、世界有数の都市国家

です。多民族、多文化の社会であり、主要な民族は中国系、

マレー系、インド系です。公用語は英語、マレー語、中国語、

タミル語であり、ビジネスや教育は主に英語で行われます。

　シンガポールは経済的に非常に発展しており、アジアの金

融センターとして知られています。主要な産業は金融サービ

ス、貿易、製造業、観光業などです。港湾施設も整備され、

世界有数の海運ハブとして機能しています。都市の特徴とし

ては、ガーデンシティとも呼ばれるほど緑が多く、美しい都

市景観があります。特に、マリーナベイサンズやガーデンズ・バ

イ・ザ・ベイは観光名所として有名です。また、交通インフラも

発達しており、清潔で安全な公共交通機関が整備されていま

す。

　教育制度も優れており、多くの優秀な大学が存在します。

さらに、医療制度も高水準で、住民の健康管理が行き届いて

います。犯罪率が低く、治安が良いことも魅力の一つです。

●マレー州　13の州と3つの連邦直轄区から構成される連邦

立憲君主制国家です。

　マレーシアは東南アジアに位置し、多様な文化と豊かな自

然に恵まれた国です。首都クアラルンプールは、近代的な高

層ビルや歴史的な寺院、美しい公園などが共存する都市で、

ペトロナスツインタワーはその象徴的な存在です。マレーシ

アは多民族国家で、マレー人、中国人、インド人などが共存

し、それぞれの文化や宗教が調和しています。また、マレー
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然に恵まれた国です。首都クアラルンプールは、近代的な高

層ビルや歴史的な寺院、美しい公園などが共存する都市で、

ペトロナスツインタワーはその象徴的な存在です。マレーシ

アは多民族国家で、マレー人、中国人、インド人などが共存

し、それぞれの文化や宗教が調和しています。また、マレー
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シンガポールは、その効率的な都市計画と豊かな文化的背景

から、多くの人々にとって魅力的な場所となっています。

●タイ・バンコク

　バンコクは、タイの首都であり、同時に最大の都市です。活

気に満ちた街であり、歴史、文化、現代性が融合した魅力的

な場所です。バンコクの名所としては、王宮とエメラルド寺

院（ワット・プラケーオ）、ワット・ポー（涅槃仏寺院）、

ワット・アルン（暁の寺院）など、数多くの歴史的建造物が

あります。これらの寺院は、壮麗な建築と美しい装飾が施さ

れており、観光客にとって必見のスポットです。

　バンコクはまた、ショッピング天国としても知られており、

チャトゥチャック・ウィークエンド・マーケットや、MBKセ

ンター、セントラルワールドなど、大小様々なショッピング

モールや市場が点在しています。ここでは、ファッション、

工芸品、食べ物など、多種多様な商品が手に入ります。

　食文化もバンコクの魅力の一つで、屋台で提供されるタイ

料理は特に人気です。パッタイやトムヤムクン、グリーンカ

レーなど、現地の味を楽しむことができます。さらに、バン

コクは夜の街としても有名で、ナイトマーケットやバー、ク

ラブが数多くあります。

　交通面では、高速道路やBTSスカイトレイン、MRT地下鉄

などが整備されており、市内の移動は比較的便利です。ただ

し、交通渋滞が頻繁に発生するため、注意が必要です。バン

コクは、多様な体験が楽しめる都市であり、そのエネルギッ

シュな雰囲気と豊かな文化遺産が、訪れる人々を魅了します。

　シンガポールの独立は、1965年8月9日にマレーシア連邦

からの分離独立によって達成されました。この出来事は、シ

ンガポールの歴史において最も重要な転換点であり、その後

の急速な経済成長と国家建設の礎となりました。

独立に至る背景

・イギリス植民地時代：

 ◦シンガポールは、19世紀初頭にイギリスの植民地となり、

戦略的な港湾都市として発展しました。多民族が共存す

る社会が形成され、中国系、マレー系、インド系などの

多様な文化が融合しました。

・マレーシア連邦への加入：

 ◦1963年、シンガポールはマラヤ連邦、サバ、サラワク

と共にマレーシア連邦を結成しました。しかし、民族間

の対立や経済政策の違いから、連邦内での緊張が高まり

ました。

・民族間の対立：

 ◦特に、中国系住民が多数を占めるシンガポールと、マレー

系住民が優位なマレーシア中央政府との間では、政治的、

経済的な対立が深刻化しました。

独立の経緯

・分離：

 ◦1965年8月9日、マレーシア連邦政府は、シンガポール

を連邦から分離することを決定しました。これにより、

■会長報告■

　皆さま、こんにちは。大船渡の山林火災、現在も鎮

圧には至っておらず、多くの方が避難を余儀なくされ

ています。幸い、本日の天候は雨のようで、鎮火に向

かうことを願うばかりです。

シンガポールは予期せぬ形で独立を迎えました。

・リー・クアンユーのリーダーシップ：

 ◦当時のシンガポール首相であったリー・クアンユーは、

国民に独立の事実を伝え、困難な状況下での国家建設を

呼びかけました。彼の強力なリーダーシップの下、シン

ガポールは国家としての基盤を築き始めました。

独立後のシンガポール

・国家建設：

 ◦独立当初、シンガポールは失業、住宅不足、資源の欠如

など、多くの課題に直面していました。しかし、政府は

積極的な経済政策、教育改革、住宅政策などを推進し、

これらの課題を克服しました。

・経済成長：

 ◦外国投資の誘致、製造業の発展、金融サービスの強化な

どにより、シンガポールは急速な経済成長を遂げました。

現在では、世界有数の国際金融センター、貿易拠点とし

て知られています。

・多文化主義：

 ◦シンガポールは、多民族、多文化が共存する社会を維持

し、民族間の調和を重視しています。政府は、多文化主

義を国家の重要な原則として掲げ、民族間の平等と相互

理解を促進しています。

シンガポールの独立は、困難な状況下での国家建設の成功例

として、世界的に注目されています。

　マレーシアとシンガポールの水事情は、両国の地理的条件

と経済発展の違いから、大きく異なっています。

マレーシアの水事情

　マレーシアは、年間降水量が豊富で、比較的豊かな水資源

に恵まれています。しかし、地域によって降水量の偏りがあ

り、水不足が発生することもあります。また、急速な経済成

長に伴い、工業用水や生活用水の需要が増加しており、水質

汚染も深刻化しています。マレーシア政府は、水資源の持続

可能な利用を目指し、以下の取り組みを行っています。

 ・水源の保全と開発

 ・水インフラの整備

 ・水質汚染対策

 ・節水キャンペーンの実施

シンガポールの水事情

　シンガポールは、国土が狭く、天然の水資源に乏しい国で

す。そのため、長年、マレーシアからの水の輸入に頼ってき

ました。しかし、将来的な水不足への懸念から、水の自給率

向上を目指し、国家戦略として水資源管理に力を入れていま

す。シンガポールは、「4つの蛇口」と呼ばれる多角的なアプ

ローチで水資源を確保しています。

 ・貯水池:雨水を貯水池に貯めて利用

 ・輸入水:マレーシアからの水の輸入

 ・NEWater:下水を高度処理した再生水

 ・海水淡水化:海水を淡水化

これらの取り組みにより、シンガポールは水資源の多様化と

安定確保を実現しています。

マレーシアとシンガポールの水問題

　両国間の水問題は、1962年に締結されたジョホール川水

協定に端を発します。この協定に基づき、シンガポールはマ

レーシアから原水を購入していますが、原水価格の見直しや

協定の期限を巡って、両国間で度々緊張が高まっています。

今後の展望

　気候変動の影響で、今後、両国とも水不足のリスクが高ま

る可能性があります。マレーシアは、水資源の持続可能な利

用と水質保全を、シンガポールは、水の自給率向上と水資源

の多様化を、さらに進めていく必要があります。また、両国

間の協力関係を強化し、水資源の安定確保に向けた取り組み

を進めることも重要です。

※2025.03.04　Gmini2.0Flashにて検索

　今月は「水と衛生」の月間です。ロータリー財団は

米国国際開発庁（USAID）と連携し、世界各地で水

と衛生環境の改善に取り組んできました。しかし、その

USAID自体がトランプ大統領と政府効率化省（DOGE）

シアは美しい自然景観でも知られています。ボルネオ島にあ

るキナバル山や、ランカウイ島のビーチ、ティマン島のダイ

ビングスポットなど、観光地としても魅力的です。さらに、

食文化も多彩で、ナシレマやサテー、ラクサなど、各民族の料

理が楽しめます。

　経済面では、製造業や観光業が主要産業で、特に電子機器

や天然資源の輸出が重要な役割を果たしています。教育や医

療などのインフラも整備されており、住みやすい国としても

知られています。

●シンガポール 旧マレー州　14の州の内の1州 独立

　シンガポールは東南アジアに位置し、世界有数の都市国家

です。多民族、多文化の社会であり、主要な民族は中国系、

マレー系、インド系です。公用語は英語、マレー語、中国語、

タミル語であり、ビジネスや教育は主に英語で行われます。

　シンガポールは経済的に非常に発展しており、アジアの金

融センターとして知られています。主要な産業は金融サービ

ス、貿易、製造業、観光業などです。港湾施設も整備され、

世界有数の海運ハブとして機能しています。都市の特徴とし

ては、ガーデンシティとも呼ばれるほど緑が多く、美しい都

市景観があります。特に、マリーナベイサンズやガーデンズ・バ

イ・ザ・ベイは観光名所として有名です。また、交通インフラも

発達しており、清潔で安全な公共交通機関が整備されていま

す。

　教育制度も優れており、多くの優秀な大学が存在します。

さらに、医療制度も高水準で、住民の健康管理が行き届いて

います。犯罪率が低く、治安が良いことも魅力の一つです。

●マレー州　13の州と3つの連邦直轄区から構成される連邦

立憲君主制国家です。

　マレーシアは東南アジアに位置し、多様な文化と豊かな自

然に恵まれた国です。首都クアラルンプールは、近代的な高

層ビルや歴史的な寺院、美しい公園などが共存する都市で、

ペトロナスツインタワーはその象徴的な存在です。マレーシ

アは多民族国家で、マレー人、中国人、インド人などが共存

し、それぞれの文化や宗教が調和しています。また、マレー

のイーロン・マスク氏により閉鎖される事態となってい

ます。国際支援の枠組みが大きく揺らいでいます。ま

た、トランプ大統領とゼレンスキー大統領の会談が口

論の末、決裂し、トランプ大統領はウクライナへの軍

事支援停止を指示。ロシア寄りの姿勢が強まり、各国

への関税の引き上げも相次ぎ、世界経済への影響も懸

念されます。こうした不安定な時代だからこそ、私た

ちは何ができるのかを考え、地域社会や国際社会に貢

献していきたいと思います。

本日も、どうぞよろしくお願いいたします。
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　皆さま、こんにちは。大船渡の山林火災、現在も鎮

圧には至っておらず、多くの方が避難を余儀なくされ

ています。幸い、本日の天候は雨のようで、鎮火に向

かうことを願うばかりです。

■幹事報告■

1. 大船渡山火事被害について

ガバナー事務所からの報告とお願い

2/28 地区災害義援金から１００万円を拠出し送金

いたしました。大船渡RC、大船渡西RCの両クラブ

に最良の方法でご活用いただくようお願いしており

ます。物資の支援につきましては、状況が刻々と変

わりますし情報のタイムラグもあります。各クラブ

会員数　　34名
出席数　　14名
出席率　　43.75%
前々回修正出席率　　57.58％

出 席 報 告

SMILE
☆二宮一見会長…今日は啓蟄、春の訪

れの日ですがまさかの大雪にスマイル

します。日山さんの卓話、楽しみにし

ていました。

☆山地信行会員…結婚記念日ですので。

☆工藤泰会員…今日も皆様にお会いできて大変うれし

いので、スマイルします。

☆岩井澤昭一会員…日山さんの卓話、楽しみにして来

ました。

☆吉田祐一会員…日山さんの卓話にスマイルします。

☆海野講榮会員…日山さんの卓話にスマイルします。

☆日山健一会員…久しぶりに出席しました。今日は卓

話です。よろしくお願いします。

☆細野裕之会員…日山先輩のおもしろい卓話にスマイ

ルします。

☆佐々木政聡会員…日山さんの卓話を聞くために新幹

線変更しました。

■メーキャップ■

田村清記会員（7/17　盛岡西北）

■記念日おめでとうございます■

誕生日

海野講榮会員（21日）

日山健一会員（21日）

石部禎会員（20日）

創立記念日

石部禎会員（8日）　本町石部眼科クリニック

片方直哉会員（24日）　(株)丸片ガス

長野克司会員（29日）　(株)東邦スワン

佐々木政聡会員　　(有)東北エヌテイエス

結婚記念日

山地信行会員（3日）

■出席累計表彰■（2月達成）

山地信行会員　10年

からの支援は義援金にてお願いいたします。と連絡

がありました。当クラブからの支援につきましては

本日の理事役員会で協議して早急に対応したいと思

います。

2. 本日は３月第一例会ですので、終了後理事役員会が

ございます。
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た、トランプ大統領とゼレンスキー大統領の会談が口

論の末、決裂し、トランプ大統領はウクライナへの軍

事支援停止を指示。ロシア寄りの姿勢が強まり、各国

への関税の引き上げも相次ぎ、世界経済への影響も懸

念されます。こうした不安定な時代だからこそ、私た

ちは何ができるのかを考え、地域社会や国際社会に貢

献していきたいと思います。

本日も、どうぞよろしくお願いいたします。
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卓話予定：鈴木裕子会員
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